
フローサイトメトリーによる倍数性およびゲノムサイズの解析

細胞あるいは核をDNA特異的に結合する蛍光色素（DAPI、PIなど）で染色し、その蛍光強度をフロー
サイトメーターで測定します。内部標準試料の蛍光強度との相対値から倍数性およびゲノムサイズを算
出します。

図1 二倍体、三倍体のニジマス血液を混合し、CyStain DNA 2 stepを用いてサンプル調製後、CyFlow 
Ploidy Analyserで測定。
※二倍体、三倍体のニジマス血液は近畿大学農学部水産学科水産生物学研究室　小林徹教授よりご提供いただきました。

ピーク蛍光強度の中央値（Median）は二倍体ニジマス（2C）が14,222、三倍体ニジマス（3C）が21,238で
あり、これらの相対値から算出したDNA指数（DI）は二倍体を1.00とした時、三倍体が1.49でした。これは、
三倍体ニジマスが二倍体ニジマスのおよそ1.5倍の倍数性およびゲノムサイズであることを示しています。
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水産養殖において、染色体操作技術による性の統御や不妊個体の作出など、いわゆる倍数性育種が注目さ
れています。このような育種技術の開発にあたって、作出された個体の倍数性およびゲノムサイズを判定する
ことは非常に重要です。CyFlowシリーズのフローサイトメーターとCyStain DNA染色キットを用いた解
析では、それらを迅速かつ正確に判定することが可能です。ここでは、フローサイトメトリーによる魚類・貝類
の倍数性およびゲノムサイズの解析におけるサンプル調製方法についてご紹介します。

水産物の倍数性およびゲノムサイズの解析法
CyStain DNA染色キットを用いたフローサイトメトリー

核
数

核数       DNA指数   変動係数      中央値2C

3C

DAPI蛍光強度

ニジマス








